






　よく知られている様に,骨格筋の筋原線維では 2 種類のフィラメントが正し

い方向性をもって立休的かつ規則的に配置され,それによって各フィラメント

を構成するアクチン・ミオシンの規則性のある相互作用が可能となり,収縮機

能が営なまれている.ところが,筋分化の過程で筋原線維の素材となる各構成タ

ンパク質が合成された後,どの様にして規則的構造へ形づくられるかについて

は,電子顕微鏡による筋原線維形成過程の形態的観察はあるものの,構造形成の

調節のしくみを明らかにしようとする試みは従来あまり行なわれなかった.ご

く最近,Hayashi(1974)は,精製されたアクチン,ミオシンを用いて,in vitro で

筋原線維と類似したアクチン・ミオシンフィラメントの立体的配列を再構成す

る試みに成功し.アクチンとミオシンの相互作用が筋原線維の構造形成の最初

の段階で,重要な調節的役割を果すことを示唆した.


